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国民が安心してゲノム医療を受けるための社会実現に向けた 
倫理社会的課題抽出と社会環境整備

研究代表者 小杉 眞司 京都大学医学研究科 教授 

研究要旨

ゲノム医療の現場における体制整備のための提言の改定として、A.がん遺伝子パネル検査・

二次的所見開示推奨度に関する研究とＢ．遺伝性難病の診療・網羅的解析に関する研究を進

めることができた。また、それを支える社会システムの整備として、D.遺伝子例外主義から

の脱却に関する研究とＥ．遺伝差別・法整備に関する研究を進めた。さらに、市民の積極的

な参加と正しい理解のために、双方向遺伝リテラシーと PPI 体制整備に関する研究を実施

した。

研究分担者氏名・所属研究機関名及 び所属研
究機関における職名 

国立大学法人東北大学大学院・医学系研究

科・教授 浅井篤

愛知県がんセンター（研究所）・分子遺伝学

分野・分野長 井本逸勢

国立大学法人京都大学医学部附属病院・腫

瘍内科・准教授 金井雅史

東京慈恵会医科大学（クロスアポイントメ

ント：東北大学）・医学部・教授 川目裕

国立大学法人京都大学大学院・文学研究科・

准教授 児玉聡

国立精神・神経医療研究センター・メディカ

ルゲノムセンター・センター長 後藤雄一

札幌医科大学医学部・遺伝医学・教授 櫻井

晃洋

国立大学法人京都大学大学院・医学研究科

人間健康科学系専攻・准教授 竹之内沙弥

香

一般社団法人ゲノム医療当事者団体連合

会・統括本部・代表理事 太宰牧子

国立大学法人鳥取大学・研究推進機構・教授

難波栄二

国際医療福祉大学大学院・遺伝カウンセリ

ング分野・教授 西垣昌和

国立大学法人京都大学大学院・法学研究科・

教授 服部高宏

国立大学法人岡山大学大学院・医歯薬学総

合研究科・教授 平沢晃

国立大学法人お茶の水女子大学・基幹研究

員・教授 三宅秀彦

国立大学法人東京大学・医科学研究所・教授

武藤香織

国立大学法人京都大学大学院・医学研究科・

教授 武藤学

国立大学法人京都大学医学部附属病院・遺

伝子診療部・特定准教授 山田崇弘

国立大学法人東京医科歯科大学・統合研究

機構・教授 吉田雅幸

国立大学法人金沢大学附属病院・遺伝子診

療部・特任教授 渡邉淳

早稲田大学・社会科学総合学術院・准教授 

横野恵

Ａ．研究目的
莫大な量のゲノム情報を生成する次世代

シークエンサーが臨床現場で実用化されて
おり、その解析力の飛躍的な進歩は、遺伝情
報の取扱いに必然的なパラダイムシフトを
もたらしている。2019年より保険診療とし
てがん遺伝子パネル検査が開始された。難
病の遺伝学的検査においても、次世代シー
クエンサーを用いた多くの検査が可能とな
っている他、AMEDのIRUD研究事業では、
全エクソーム解析が主体であり、全ゲノム
解析による研究事業も開始されている。
臨床検査として網羅的遺伝子解析を実施

する場合、医療者が患者・家族に情報伝達を
する際の留意事項や説明事項を明確化する
ガイドラインとして、研究代表者が中心と
なって「医療現場でのゲノム情報の適切な
開示のための体制整備に関する研究」で「ゲ
ノム医療における情報伝達プロセスに関す
る提言―その１：がん遺伝子パネル検査を
中心に。その２：次世代シークエンサーを用
いた生殖細胞系列網羅的遺伝学的検査にお
ける具体的方針」をまとめた。この提言は、
適切なゲノム情報の取扱い、ゲノム解析等
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の結果判明する二次的所見への患者サポー
ト対応や遺伝カウンセリング体制の強化な
ども含むものとなっている。 
今回計画している研究では、これらの提

言を、遺伝医学及び癌診療関係研究者・医療
者のみならず、患者、一般市民、倫理社会科
学系研究者、法律家も含めた検討によって
さらにブラッシュアップするとともに、患
者・医療者関係の課題以外に、一般市民の遺
伝・ゲノムに関する知識の普及啓発や教育
の充実、遺伝カウンセラーなどの専門家の
人材養成などの在り方や具体的な方策につ
いても同時に検討する。その検討には、提言
を社会実装する際のコスト・ベネフィット
や、遺伝子検査ビジネスにおける不適切な
ゲノム情報の利用、その他の意図せざる情
報利用への対策など及びその他の具体的な
課題の抽出や重要度の評価も含むものとす
る。       
そのため、下記のタイムスケジュールで

研究を行う。 
①ゲノム医療推進に伴うELSIの整理（令和
2年度―3年度） 
②上記整理を踏まえた、ゲノム医療推進の
ためのELSIガイドラインの作成（令和2年
度―3年度） 
③ガイドライン作成後の継続的な議論が行
える体制の構築(令和3年度―4年度) 

上記の提言の対象内容については、ベス
トプラクティスが定まっていないことが欧
米視察で明らかとなっており、この提言は
世界的に見ても先進的なものである。ブラ
ッシュアップすることは意義が大きい。 
  
Ｂ．研究方法 
①ゲノム医療推進に伴うELSIの整理（令和
2年度―3年度） 
ゲノム医療を推進させるのに必要な課題

の抽出を下記の内容を含んで実施する。専
門家による頻回の班会議および関連学会・
団体等へのフィードバックによる意見聴取
によって実施する。 
・一般市民から医療従事者まで広く国民全
体の遺伝リテラシー向上と双方向的な遺伝
医学・ゲノム医学の知識・理解の向上のため
の検討(教材作成方針の検討を含む)（渡邉、
平沢他) 
・遺伝カウンセラー等の遺伝医療専門職の
効果的な教育の整備のための検討（川目・三
宅・小杉） 
・遺伝子例外主義の背景・問題点の抽出と
それからの脱却のための検討（吉田・櫻井・
平沢・井本） 
・個別化予防・医療を目指すゲノム医療・遺
伝医療の現場で重要な患者・市民参画（PP
I）体制の整備（ゲノム医療当事者団体との
連携およびPPIをがんゲノム医療中核拠点

病院から実装）（武藤香織・太宰） 
・がん遺伝子パネル検査保険収載後の具体
的課題の検討（山田・金井・井本） 
・難病エキスパートパネル、二次的所見の
取扱いの検討（全国遺伝子医療部門連絡会
議・難病専門医ネットワークとの協働(後藤) 
 
②上記整理を踏まえた、ゲノム医療推進の
ためのELSIガイドラインの作成（令和2年
度―3年度） 
・「医療現場でのゲノム情報の適切な開示
のための体制整備に関する研究」班で作成
された「ゲノム医療における情報伝達プロ
セスに関する提言」（その１及びその２）に
ついて、ディスカッションを深め、改定作業
を行い、ELSI部分をより充実させる。具体
的には解析によって得られた遺伝情報の管
理、遺伝性疾患の原因遺伝子が同定された
場合の患者や家族への開示、遺伝学的検査
の結果に基づく偏見・差別の防止、法整備な
ど、生殖細胞系列バリアントの同定と開示
によって生じる諸課題を検討する。（がんゲ
ノム医療中核拠点病院等連絡会議SFWG/I
CWGと連携も：平沢、武藤学、金井） 
・開示が考慮される二次的所見についての
actionability summary reportの継続的な
作成（櫻井・西垣・井本） 
・がん遺伝子パネル検査二次的所見患者開
示推奨度別リストの更新（井本・西垣・小杉） 
（倫理面への配慮） 
  本研究の本体は政策研究であり、基本的
に倫理的問題はない。一部、患者等を対象と
するアンケートやインタビュー調査などに
おいては、研究倫理指針に定める対応次子
する。 
 
Ｃ．研究結果 
A：がん遺伝子パネル検査・二次的所見開示
推奨度 
1)「ゲノム医療における情報伝達プロセス
に関する提言－その１：がん遺伝子パネル
検査を中心に」（AMED小杉班提言その１）
後1年が経過し、癌遺伝子パネル検査が保険
収載され、臨床上の問題点も明らかになり
つつある。提言本文の改訂と二次的所見(S
F)開示リストの改定がミッションである。
保険収載されたFoundationOne CDx (F1)
とNCCオンコパネルシステム (NCCOP)の
実施状況、SFの開示状況と問題点について、
中核拠点病院12、拠点病院24、連携病院76
に対して中核拠点病院等連絡会議二次的所
見ワーキンググループと協同して実施した
アンケートにより問題点の抽出が行われた。
検査実施前の説明時にはF1（n=2784）で9
7.8%が，NCCOP(n=1077)で98.7%がSF開
示を希望していた。しかし，F1でSFが疑わ
れた場合(n=237)の確認検査は23%にしか
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行われていなかった。NCCOPにおいてもS
Fが判明した症例（n=36）のうち開示され
たのは26件であり、血縁者が遺伝カウンセ
リングに来談したのは6家系9人と必ずしも
有効に活用されていなかった。自由記載で
は適切な専門性を持つ人材配置でない、遺
伝カウンセリングに対するスタッフ間の認
識の違いと連携不足、施設間で共通した方
針がない、確認検査やサーベイランスのacc
essiblityに関する問題が挙げられた。
2)網羅的検査によって得られる生殖細胞系
列の病的バリアントの開示を検討するにあ
たり，遺伝性疾患の治療予防可能性（Actio
nability）の解釈ならびに腫瘍のみを用いた
検査（T-onlyパネル）でのPresumed Germ
line pathogenic variants (PGPV)の確認
検査の必要性の検討を目的に医療者が参照
可能な資料の整備を行った。Actionable W
orking Group-Japan (AWG-J)で作成して
いる各疾患のサマリーレポートの作成を継
続した。既にレビュー済8疾患について公開
のためのwebサイトを用意した。和訳完了1
7疾患に関し、レビューを開始した。未処理
7疾患に関して和訳を開始した。T-onlyパネ
ルでのPGPVの確認検査の必要性を解釈す
るフローチャート改訂は、Variant allele f
requency (VAF)基準や特別な取扱を要す
る遺伝子に関して、具体的記述を追加する
方針を確認、検討を開始した。
3)SF開示困難例情報を収集、事例集・ベス
トプラクティス集作成を目的とする。がん
遺伝子パネル検査（自由診療含）を受けた患
者の内、SFに関する遺伝カウンセリングの
ケースシリーズ研究、SF結果開示と確認検
査実施に影響をする要因を探索するための
電子カルテを用いた後向き研究を実施。7家
系9症例のケースシリーズから、「治療薬剤
の候補の有無」「患者の全身状態」「SFの
影響がおよぶ血縁者の有無」が影響してい
る可能性が示された。後向き研究では、SF
が疑われた患者が生殖細胞系列検査を受け
るか否かには結果開示担当医による差があ
ることが明らかになり、SF取扱の腫瘍医の
働きの重要性が示された。
4)次年度には血中のcirculating tumor D
NA (ctDNA) をターゲットとしたがん遺
伝子パネル検査（リキッドバイオプシー）が
保険承認の見込であり、SF 対応のフロー
チャートを策定する必要があり文献調査を
行った。リキッドバイオプシーでは体細胞
由来のvariant allele frequency (VAF) の
中央値は0.46%であり、組織を用いた検査
と比べて低い。一方、生殖細胞系列由来のV
AFはほぼ50%であり、体細胞由来のVAFと
大きな乖離がある。従ってVAFの情報が生
殖細胞系列由来かの判別には有用と考えら
れる。ある論文ではアレル頻度40%を超え

るバリアントを生殖細胞系列由来とみなし
ていた。ctDNA量が多かったりコピー数増
幅が存在すると、体細胞由来のバリアント
でもVAFが40%を超えることがあり、VAF
のみで完全に区別できるわけではなかった。 
B：遺伝性難病診療・網羅的解析
1) 難病ゲノム医療におけるエキスパート
パネル：がんゲノム医療のエキスパートパ
ネルと同様、難病ゲノム医療においても多
職種からなるエキスパートパネルが必要に
なると予想される。全国遺伝子医療部門連
絡会議におけるワークショップ「二次的所
見と遺伝子医療部門ネットワーク」開催に
先んじ、多くが難病医療拠点病院として登
録されている大学病院を含む維持機関に対
し、難病エキスパートパネルの準備状況等
についてアンケートを行った。自施設でエ
キスパートパネルを組織できると回答した
のは6/44施設にとどまった。
2）難病専門ネットワークの構築：難病専門
医のネットワーク構築の必要性は、AMED
小杉班報告書に明確に記載されている。全
国遺伝子医療部門連絡会議のアンケートで
も、45／52機関が利用したいと応えている。
具体的なネットワーク構築の方法について
は、すでに全国遺伝子医療部門連絡会議を
核としたもの、難病情報センター等凖公的
機関に付随等の可能性があり、厚労省が進
める行政システムとリンクさせることが重
要と判断していた。
3）SFの取扱いの検討：AMED小杉班の「提
言―その2：次世代シークエンサーを用いた
生殖細胞系列網羅的遺伝学的検査における
具体的方針」が公開された2019年以降のSF
の開示経験とその際の困難事象についての
アンケート調査の準備を行った。
4)「難病領域における検体検査の精度管理
体制の整備に資する研究班」（難波班）では、
難病領域の遺伝学的検査の体制を検討して
いる。難波班での検討状況（SFを含めた結
果解釈、難病NGSパネルの開発方針、難病
の遺伝学的検査体制）の情報を得、網羅的遺
伝学的検査が医療実装される今後の方針を、
検討した。
5)難病ゲノム医療において、網羅ゲノム解
析による正確な診断、治療法の開発、症例の
レジストリーは必須である。IRUD（未診断
疾患イニシアチブ）においては、研究の枠組
で未診断疾患の新規の疾患概念確立や治療
法の開発が行われている。しかし網羅的な
ゲノム解析について、一般向け説明書や解
説動画は未だない。そこで，網羅的遺伝子診
断の説明動画と解説書の開発を開始した。
AMED小杉班において実施した研究成果を
基に網羅的検査を理解するための検査前
“遺伝カウンセリング”を中心とした解説
動画、冊子を作成した。
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6)遺伝カウンセラー教育：ゲノム情報を取
扱う遺伝カウンセリング（ゲノミックカウ
ンセリング）について現状の調査と検討を
行った。認定遺伝カウンセラー®教育は大
学院の養成課程における教育と、資格取得
後は学会主催研修会や職能団体である日本
認定遺伝カウンセラー協会における研修会
で行われている。英国の遺伝カウンセラー
教育では、2016年にScientific Training P
rogramme に、Genomic Counselling の
コースが設置されている。また、米国のAc
creditation Council for Genetic Counsel
ingの実践に基づくコンピテンシーでも、医
学的知識、心理社会的側面の両方で、ゲノム
の考え方が記載されている。 以上の様な状
況より、認定遺伝カウンセラー®の到達目
標をゲノム医療に対応させるために、カリ
キュラムの改定と資格取得後の教育の目標
も検討することが必要と考えられた。
C:双方向遺伝リテラシー・ゲノム医療の現
場で重要な患者・市民参画(PPI)体制の整備
1)これまでに、遺伝医療、ゲノム医療に関連
する様々なコンテンツが出始めているが、
必ずしも有効に活用できていないケースも
多くみられている。本年度は、既にあるコン
テンツを有効活用するための課題について
抽出した。コンテンツの作成者として認定
遺伝カウンセラーも多くいることから、分
担研究には患者当事者や認定遺伝カウンセ
ラーも参画している。現状の遺伝リテラシ
ーを高める機会として、まず、一般市民に向
けた遺伝リテラシーコンテンツを収集し整
理した上で再活用する方向性を明確にした。 
2)日本での患者・市民参画（patient and p
ublic involvement/engagement、以下PPI/
E）は、外資系の製薬企業の後押しもあり、
臨床試験・治験での議論から活発化したが、
ゲノム研究での議論は後回しとなっている。
本年度は、海外におけるELSIの研究動向と
PPIに関する動向の文献調査を行った。ゲ
ノム医療を中心としたPPI/Eの実践状況に
関連した取組みを確認した。今後のPPI/E
で取組むべきことに関する検討に着手した。
米国のAll of Us Research Programでは、
2018年より研究参加者を中心とした参画が
積極的に行われ、現在までに計32名を招聘、
様々な運営の意思決定の場に関与させてい
た。全体の意思決定に関わる場への関与か
ら特定の事項への関与まで幅広い（研究の
優先順位の決定、参加者の脱落防止、プライ
バシーやセキュリティ、参加者に意味のあ
る情報の返却等）。また、日本の全ゲノム解
析実行計画がモデルとしているGenomics 
Englandでも2016年から助言組織として参
加者パネルを設けていた。年4回の会合を通
じて事業の方向性や将来のあり方への意見
を求めているほか、データアクセス委員会、

倫理委員会、民間パートナーとの連携促進
委員会にも門戸が開かれていた。以上のよ
うに、英米の大型ゲノム解析産学連携事業
にはPPI/E活動が組込まれ、主に研究参加
者の声を聴く仕組みを導入しており、意思
決定の場への参加やトップと直接対話でき
る関係性の実現が仕掛けられていることが
わかった。他方で、両者ともPPI/E導入の成
果の評価については触れられていなかった。 
D：遺伝子例外主義からの脱却 
ゲノム医療推進のための倫理的法的社会的
課題の整理の一環として、遺伝子例外主義
の背景・問題点の抽出とそれからの脱却を
念頭に、まずは喫緊の課題である「遺伝情報
の診療録における扱い」に関する検討を行
った。①第１８回全国遺伝子医療部門連絡
会議において、がんゲノム医療における遺
伝子医療部門の役割を考える中で、遺伝子
例外主義からの脱却に関する検討を行った
（令和2年11月）。同内容をもとに提言を作
成予定である。② 日本生命倫理学会第32回
年次大会シンポジウム「診療記録における
遺伝情報の管理は、遺伝子例外主義を乗り
越えるべきか」において、研究分担者の平沢
晃が「遺伝情報の共有とゲノム医療実地に
おける課題」に関する発表を行った（令和2
年12月）③第44回日本遺伝カウンセリング
学会学術集会で協力者の鈴木みづほが「日
本の医療現場における遺伝子関連情報管理
についてのインタビュー調査」に関する発
表を行った（令和2年7月）。 
E:遺伝差別・法整備
米英、カナダ、オーストラリア等の諸外国に
おける遺伝情報差別に関わる法規制・政策
の動向について文献調査を実施、以下の点
を明らかにした。調査対象国ではいずれも、
直近の数年で遺伝情報差別に関わる法律や
政策に新たな展開が生じていた。１）米国で
は，2008年の遺伝情報差別禁止法（GINA）
制定以降も遺伝情報差別に関する立法的取
組が継続しており、祖先検査等を目的とす
るDTC遺伝子検査の利用の急速拡大等を背
景として、近年とくに議論が高まっている。
GINAで規制されない生命保険等に関して
も州レベルの法規制が進みつつあり、連邦
議会に関連法案が提出されるなど、対策強
化を図るための動きが見られる。２）カナダ
では、連邦の遺伝情報差別禁止法（GNDA）
が2017年に制定された。同法をめぐっては，
ケベック州によって違憲訴訟が提起されて
いたが、2019年10月の最高裁判決で合憲性
が認められた。同法の罰則は，他国と比較し
てもきわめて厳しいものとなっており、今
後の適用状況を注視する必要がある。３）英
国では，英国保険協会と政府が2005年に締
結した協定が2018年に見直された。遺伝情
報の利用制限の範囲には変更がないが、名
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称が3年の期限付きの「モラトリアム協定」
から「規範（Code）」に改められ、規範性
が強化された。４）オーストラリアでは従
来、保険における遺伝情報の利用に公的制
限がなく問題視されてきたが、2019年7月
に金融分野の業界団体がモラトリアムを導
入し、政府の承認を受ける形で新たな規制
が導入された。

Ｄ．考察
研究成果の意義について、下記のように考
えられる。
A: 1)本研究成果は提言の改定において基
礎となる情報である。
2)今後改訂の必要な開示推奨遺伝子リスト
に反映させるとともに、その運用上の利便
性を高めることができる。
3)次年度以降に実施する医療施設対象横断
調査、保険適用後のがん遺伝子パネル検査
受検者対象インタビューのプレ研究の成果
として、質問項目およびインタビュー作成
に用いる。
4)本研究成果は次年度に計画しているフロ
ーチャート案作成時の礎となるものである。 
B:1)-3)難病における網羅的遺伝学検査の医
療実装を間近に控え、難病医療体制のセー
フティシステムとしての機能をもつ難病専
門医のネットワーク構築は急務である。ま
た、本ネットワークは二次的所見に対する
適切な対応に資する。
4)難病領域における網羅的遺伝学的検査の
医療実装は、日本のゲノム医療推進におい
て重要な課題の一つとなっており、本研究
により医療現場での課題を解決することが
できゲノム医療の推進を図ることができる。 
5)全エクソーム解析の実施において、検査
前の検査内容の理解、得られる結果に応じ
て予期的遺伝カウンセリングは必須である
ことが、欧米の先行研究で明らかになって
いる。これらの検査前の遺伝カウンセリン
グに用いることが可能である。即ち、難病ゲ
ノム医療の課題のひとつである遺伝カウン
セリング体制の充実に貢献でき、小杉班提
言その２を補完する役割を担える。これら
の検査の意義を広く一般社会へ伝えるツー
ルにもなり得る。
6)本研究結果から、現時点までの遺伝カウ
ンセリング教育の流れが整理され、今後に
向けた改定の方針を明らかにすることがで
きた。ゲノム医療の実践に必要な遺伝カウ
ンセリングへのアプローチの構築は、ゲノ
ム医療を受ける人達にとって利益になると
考えられる。
C：1)活用できる遺伝リテラシーコンテンツ
を提供し、一般市民の遺伝・ゲノムに関する
知識の普及啓発や教育の充実に繋がる。こ
のことは、国民が安心して遺伝医療・ゲノム

医療、ゲノム医療、遺伝カウンセリングを受
ける機会となり、遺伝学的検査の結果理解
度が向上する。全ゲノム解析の意義を理解
しゲノム研究に積極的に参加できる機会が
広がる。この過程を通して、専門家の人材養
成や患者会等の連動によるPPI活動を促進
する。
2)産学連携及び産業界のデータ利用を強く
促進する施策の中で、研究参加者が事業推
進に対して中長期的に関与することを通じ
て、事業への信頼を獲得・維持することは不
可欠である。英米の動向は、今後、全ゲノム
解析実行計画等の事業構想において、研究
参加者に意見を求める仕組みづくりの参考
になろう。
D: 遺伝情報には「不変性・共有性・予測性」
が「特徴」であるといわれているものの、医
療者が遺伝を「特殊」なものとして扱われる
事例もある。実地臨床では「遺伝子例外主
義」によって、同じ病院の医療者同士ですら
ゲノム情報の共有をさせない仕組みも見受
けられる。がん遺伝子パネル検査施行例の
約1割で生殖細胞系列の病的バリアントが
同定されるが、生殖細胞系列の情報は「分か
ってしまう」ものではない。2020年4月には
遺伝性乳癌卵巣癌症候群に対する一部保険
収載が始まり、乳癌・卵巣癌既発症者に対す
るリスク低減卵管卵巣摘出術やリスク低減
乳房切除術の保険診療が可能となった。国
民が安心してゲノム医療を受けるための社
会実現を目指すためには、ゲノム医療実用
化がされてきた今こそ社会が遺伝を「特殊」
なものと扱わないための遺伝に対する理解
と対応が重要である。
E：諸外国の最新の動向を明らかにした。各
国で効果的な規制のあり方が継続的に模索
されている。とくに近年、ゲノム医療の実装
や大規模ゲノム解析イニシアチブ（数10万
～100万人規模）の計画・実施等を背景とし
て対策の強化が図られており、わが国にお
いても取り組みが必要であることが改めて
示唆された。

Ｅ．結論
 ゲノム医療の現場における体制整備のた
めの提言の改定として、A.がん遺伝子パネ
ル検査・二次的所見開示推奨度に関する研
究とＢ．遺伝性難病の診療・網羅的解析に関
する研究を進めることができた。
また、それを支える社会システムの整備

として、D.遺伝子例外主義からの脱却に関
する研究とＥ．遺伝差別・法整備に関する研
究を進めた。 
さらに、市民の積極的な参加と正しい理

解のために、双方向遺伝リテラシーとPPI体
制整備に関する研究を実施した。。
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Tsuchiya M, Yam
ada T, Akaishi 
R, Hamanoue H, 
Hirasawa A , Hy
odo M, Imoto I,
 Kosho T, Kuros
awa K, Murakami
 H , Nakatani 
K, Nomura F, Sa
saki A, Shimizu
 K, Tamai M, Um
emura H, Watana
be A, Yoshida 
A, Yoshihashi 
H, Yotsumoto J,
 Kosugi S. 

Attitudes toward and
 current status of d
isclosure of seconda
ry findings from nex
t-generation sequenc
ing: a nation-wide s
urvey of clinical ge
netics professionals
 in Japan. 

J Hum Genet 65 1045-1053 2020 

Naito Y, Mishim
a S, Akagi K, I
garashi A, Iked
a M, Okano S, K
ato S, Takano 
T, Tsuchihara 
K, Terashima K,
 Nishihara H, N
ishiyama H, Hiy
ama E, Hirasawa
 A, Hosoi H, Ma
eda O, Yatabe 
Y, Okamoto W, O
no S, Kajiyama 
H, Nagashima F,
 Hatanaka Y, Mi
yachi M, Kodera
 Y, Yoshino T, 
Taniguchi H. 

Japan society of cli
nical oncology/Japan
ese society of medic
al oncology-led clin
ical recommendations
 on the diagnosis an
d use of tropomyosin
 receptor kinase inh
ibitors in adult and
 pediatric patients 
with neurotrophic re
ceptor tyrosine kina
se fusion-positive a
dvanced solid tumor
s, cooperated by the
 Japanese society of
 pediatric hematolog
y/oncology. 

Int J Clin O
ncol. 

25 403-417 2020 
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Mishima S, Tani
guchi H, Akagi 
K, Baba E, Fuji
wara Y, Hirasaw
a A, Ikeda M, M
aeda O, Muro K,
 Nishihara H, N
ishiyama H, Tak
ano T, Tsuchiha
ra K, Yatabe Y,
 Kodera Y, Yosh
ino T. 

Japan Society of Cli
nical Oncology provi
sional clinical opin
ion for the diagnosi
s and use of immunot
herapy in patients w
ith deficient DNA mi
smatch repair tumor
s, cooperated by Jap
anese Society of Med
ical Oncology, First
 Edition. 

Int J Clin O
ncol. 

25 217-239 2020 

中田はる佳, 平
沢 晃 

フィンランドにおける
ゲノム情報・医療情報
の利活用のための基盤
整備. 

遺伝子医学 10 151-157 2020 

平沢 晃 がんゲノム医療と遺伝
性腫瘍 

日本産科婦人
科学会雑誌 

72 1710-1712 2020 

坂井美佳,竹原和
宏,平沢 晃. 

がん遺伝子パネル検査
結果の取り扱いと解釈
 Germline findingsの
取り扱い 

産婦人科の実
際 

69 721-727 2020 

柳井広之,都地知
紘, 谷口恒平, 
西田賢司, 井上
博文, 松岡博美,
 平沢 晃, 河内
麻里子, 山本英
喜, 冨田秀太, 
遠西大輔. 

岡山大学のエキスパー
トパネル. ゲノム医療
におけるエキスパート
パネル 

病理と臨床 38 527-530 2020 

平沢 晃 がんクリニカルシーケ
ンスと生殖細胞系列バ
リアントへの対応 

日本婦人科腫
瘍学会雑誌 

38 101-105 2020 

平沢 晃 卵巣がんに対するコン
パニオン診断の使い方 

臨床婦人科産
科 

74 317-323 2020 

平沢 晃 がんゲノム医療と女性
ヘルスケア 

更年期診療up
date  医学の
あゆみ 

85-88 2020 

中谷 中, 平沢 
晃, 谷田部 恭,
宮地 勇人 

がんゲノム医療時代の
幕開け 

モダンメディ
ア 

66 1-23 2020 

平沢 晃 がんゲノム医療が婦人
科実地臨床に本格導入
される際の留意点は？

日本医事新報 5008 58-59 2020 

平沢 晃. 遺伝性腫瘍とがん予
防. 

岡山医学会雑
誌 

131 83-87 2020 
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平沢 晃 マイクロサテライト不
安定性検査 やさしく
わかる産科婦人科検査
マスターブック 

産科と婦人科 87 118-120 2020 

 

平沢 晃 がんゲノム医療におけ
る遺伝子パネル検査と
遺伝性腫瘍 

Urology Toda
y 

27 8-12 2020 

島田咲，山田崇
弘，小杉眞司． 

ゲノム解析における二
次的所見の開示に影響
する要素の探索：文献
の内容分析による質的
研究 

癌と化学療法 In press  2011 

Hayashi H, Tani
shima S, Fujii 
K, Mori R, Okad
a C, Yanagita 
E, Shibata Y, M
atsuoka R, Aman
o T, Yamada T, 
Yabe I, Kinoshi
ta I, Komatsu 
Y, Akita H, Nis
hihara H. 

Clinical impact of a
 cancer genomic prof
iling test using an 
in-house comprehensi
ve targeted sequenci
ng system. 

Cancer Sci. 2020 Aug 
8. doi: 1
0.1111/ca
s.14608. E
pub ahead 
of print. 
PMID: 3277
2458 

 2020 

Kondo T, Matsub
ara J, Pham Ngu
yen, Quy PN, Fu
kuyama K, Nomur
a M, Funakoshi 
T, Doi K, Sakam
ori Y, Yoshioka
 M, Yokoyama A,
 Tamaoki M, Kou
 T, Hirohashi 
K, Yamada A, Ya
mamoto Y, Minam
iguchi S, Nishi
gaki M, Yamada 
T, Kanai M, Mat
sumoto S, Muto 
M. 

Comprehensive genomi
c profiling for pati
ents with chemothera
py-naïve advanced ca
ncer. 

Cancer Sci 2020 Oct 
2. doi: 1
0.1111/ca
s.14674. E
pub ahead 
of print. 
PMID: 3300
7138. 

 2020 
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Senda N, Kawagu
chi-Sakita N, K
awashima M, Ina
gaki-Kawata Y, 
Yoshida K, Taka
da M, Kataoka 
M, Torii M, Nis
himura T, Kawag
uchi K, Suzuki 
E, Kataoka Y, M
atsumoto Y, Yos
hibayashi H, Ya
magami K, Tsuyu
ki S, Takahara 
S, Yamauchi A, 
Shinkura N, Kat
o H, Moriguchi 
Y, Okamura R, K
an N, Suwa H, S
akata S, Mashim
a S, Yotsumoto 
F, Tachibana T,
 Tanaka M, Toga
shi K, Haga H, 
Yamada T, Kosug
i S, Inamoto T,
 Sugimoto M, Og
awa S, Toi M. 

Optimization of pred
iction methods for r
isk assessment of pa
thogenic germline va
riants in the Japane
se population. 

Cancer Sci In press  2021 

Atsushi Asai, T
aketoshi Okita,
 Motoki Ohnish
i, and Seiji Bi
to 

Should We Aim to Cre
ate a Perfect Health
y Utopia? Discussion
s of Ethical Issues 
Surrounding the Worl
d of Project Itoh’s
 Harmony.  

Science and 
Engineering 
Ethics 

26 3249-3270 2020 

Aya Enzo, Taket
oshi Okita, Ats
ushi Asai. 

Changing our perspec
tive: Is there a gov
ernment obligation t
o promote autonomy t
hrough the provision
 of public prenatal 
screening? 

Bioethics 35 40-46 2021 

Minari, J., Yok
ono, M., Takash
ima, K. et al. 

 

Looking back: three 
key lessons from 20 
years of shaping Jap
anese genome researc
h regulations. 

Journal of H
uman Genetic
s 

2021 https://do
i.org/10.1
038/s10038
-021-00923
-z 

 

2021 
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Dewan SMR, Osak
a M, Deushi M, 
Yoshida M 

Complement C5a-trigg
ered differentiated 
HL-60 stimulates mig
ration of THP-1 mono
cytic leukocytes via
 secretion of CCL2 

FEBS Open Bi
o 

 doi: 10.10
02/2211-54
63.13144 

2021 

Tsuru H, Osaka 
M, Hiraoka Y, Y
oshida M. 

HFD-induced hepatic 
lipid accumulation a
nd inflammation are 
decreased in Factor 
D deficient mouse. 

Sci Rep 10 doi: 10.10
38/s41598-
020-74617-
5 

2020 

Doshida Y, Sano
 H, Iwabuchi S,
 Aigaki T, Yosh
ida M, Hashimot
o S, Ishigami A 

Age-associated chang
es in the transcript
omes of non-cultured
 adipose-derived ste
m cells from young a
nd old mice assessed
 via single-cell tra
nscriptome analysis. 

PLoS One 11 e0242171 2020 

Terui-Kohbata 
H, Egawa M, Yur
a K, Yoshida M. 

Knowledge and attitu
de of hereditary bre
ast cancer among Jap
anese university fem
ale students. 

J Hum Genet 7 591-599 2020 

Higashijima Y, 
Matsui Y, Shima
mura T, Nakaki 
R, Nagai N, Tsu
tsumi S, Abe Y,
 Link VM, Osaka
 M, Yoshida M, 
Watanabe R, Tan
aka T, Taguchi 
A, Miura M, Rua
n X, Li G, Inou
e T, Nangaku M,
 Kimura H, Furu
kawa T, Aburata
ni H, Wada Y, R
uan Y, Glass C
K, Kanki Y 

Coordinated demethyl
ation of H3K9 and H3
K27 is required for 
rapid inflammatory r
esponses of endothel
ial cells 

EMBO J 39 e103949 2020 
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Sunami K, Naito
 Y, Aimono E, A
mano T, Ennishi
 D, Kage H, Kan
ai M, Komine K,
 Koyama T, Maed
a T, Morita S, 
Sakai D, Kohsak
a S, Tsuchihara
 K, Yoshino T 

The initial assessme
nt of expert panel p
erformance in core h
ospitals for cancer 
genomic medicine in 
Japan 

Int J Clin O
ncol 

26 443-449 2021 

Naito Y, Aburat
ani H, Amano T,
 Baba E, Furuka
wa T, Hayashida
 T, Hiyama E, I
keda S, Kanai M
, Kato M, Kinos
hita I, Kiyota 
N, Kohno T, Koh
saka S, Komine 
K, Matsumura I,
 Miura Y, Nakam
ura Y, Natsume 
A, Nishio K, Od
a K, Oda N, Oki
ta N, Oseto K, 
Sunami K, Takah
ashi H, Takeda 
M, Tashiro S, T
oyooka S, Ueno 
H, Yachida S, Y
oshino T, Tsuch
ihara K 

Clinical practice gu
idance for next-gene
ration sequencing in
 cancer diagnosis an
d treatment (edition
 2.1) 

Int J Clin O
ncol 

26 233-283 2021 

Nishizawa H, Sa
to Y, Ishikawa 
M, Arakawa Y, I
ijima M, Akiyam
a T, Takano K, 
Watanabe A, Kos
ho T. 

Marked motor functio
n improvement in a 3
2-year-old woman wit
h childhood-onset hy
pophosphatasia by as
fotase alfa therapy:
 Evaluation based on
 standardized testin
g batteries used in 
Duchenne muscular dy
strophy clinical tri
als. 

Mol Genet Me
tab Rep 

25 eCollec
tion 

100643 2020 
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Io S, Watanabe 
A, Yamada S, Ma
ndai M, Yamada 
T. 

Perinatal benign hyp
ophosphatasia antena
tally diagnosed thro
ugh measurements of 
parental serum alkal
ine phosphatase and 
ultrasonography. 

Congenit Ano
m (Kyoto) 

60(6) 199-200 2020 

Togashi T, Megu
ro-Horike M, Na
gaya S, Sugihar
a S, Ichinohe 
T, Araiso Y, Ya
maguchi K, Mori
 K, Imai Y, Kuz
asa K, Horike S
I, Asakura H, W
atanabe A, Mori
shita E. 

Molecular genetic an
alysis of inherited 
protein C deficiency
 caused by the novel
 large deletion acro
ss two exons of PRO
C. 

 

 

 

 

 

 

Thromb Res 188 Epub 115-118 2020 

Nakamura-Takaha
shi A, Tanase 
T, Matsunaga S,
 Shintani S, Ab
e S, Nitahara-K
asahara Y, Wata
nabe A, Hirai 
Y, Okada T, Yam
aguchi A, Kasah
ara M. 

High-Level Expressio
n of Alkaline Phosph
atase by Adeno-Assoc
iated Virus Vector A
meliorates Pathologi
cal Bone Structure i
n a Hypophosphatasia
 Calcif Tissue Int. 

Calcif Tissu
e Int 

106(6) 665-677 2020 

 
      学会発表   

  発表者氏名   タイトル名  発表学会名   発表日 

小杉 眞司 セカンダリーファインディング 第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会 

2020年7月3日 

佐々木 佑菜, 山
田 崇弘, 小杉 
眞司 

ビスホスホネート製剤導入が骨形成
不全症罹患児の両親に与えた影響 
文献調査 

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会
  

2020年7月3日 

小池 佳菜子, 西

垣  昌和 , 和田 

敬仁, 小杉 眞司  

若年心臓突然死者への遺伝学的剖検
に関する課題 専門職者に対するフ
ォーカス・グループを用いた探索的
質的研究。 

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会 

2020年7月3日 

吉岡 正博, 村上 

裕美 , 谷口  美

玲, 岡野 高之, 

山田 崇弘, 小杉 

眞司 

先天性難聴の一例 遺伝学的検査結
果開示時の印象的な語りの紹介。  

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会 

2020年7月3日 
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近藤 知大, 山田 

崇弘 , 吉岡 正

博, 西垣 昌和 , 

山本 佳宏, 金井 

雅史, 武藤 学, 

小杉 眞司 

がん遺伝子パネル検査での二次的所
見疑い症例における生殖細胞系列の
確認検査実施の促進要因と阻害要
因。 

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会 

2020年7月3日 

小林 明理, 山田 

崇弘 , 本田 明

夏, 鳥嶋 雅子, 

村上 裕美, 西垣 

昌和 , 近藤 知

大, 吉岡 正博, 

金井 雅史, 武藤 

学, 小杉 眞司 

がん遺伝子パネル検査実施後、二次
的所見について遺伝カウンセリング
を行った7家系9症例。 

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会 

2020年7月3日 

山内  建 , 川崎 

秀徳, 山田 崇弘

, 洪本 加奈, 鳥

嶋  雅子 , 友滝 

清一, 谷 洋彦, 

近藤 英治, 河井 

昌彦, 小杉 眞司 

羊水染色体G分染法で不均衡型と診
断されていた均衡型転座の1例 

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会 

2020年7月3日 

洪本 加奈, 山田 

崇弘, 小杉 眞司 

新生児マススクリーニングで見つか
った遺伝性疾患をもつ子の親が次の
挙児検討時に考える要素の質的探索
的研究。 

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会 

2020年7月3日 

島田 咲, 山田 

崇弘, 小杉 眞司 

ゲノム解析における二次的所見の開
示に影響する要素の文献調査。 

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会 

2020年7月3日 
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土屋 実央, 山田 

崇弘 , 赤石  理

奈, 井本 逸勢 , 

梅村 啓史, 清水 

健司, 浜之上 は

るか, 平沢 晃 , 

吉田 晶子, 吉橋 

博史 , 四元  淳

子, 渡邉 淳, 小

杉 眞司 

ゲノム医療における二次的所見の取
り扱いに関する実態調査 遺伝医療
専門家を対象とした質問票調査より
倫理問題検討委員会報告。」 

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会 

2020年7月3日 

横田 恵梨, 鳥嶋 

雅子 , 本田  明

夏, 小杉 眞司 

遺伝性腫瘍のクライエントへのフォ
ローアップに対する認定遺伝カウン
セラーの経験と考え。 

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会 

2020年7月3日 

幅野 愛理, 松川 

愛未, 太宰 牧

子, 小杉 眞司。 

リスク低減卵管卵巣摘出術と性生活
への思い HBOC女性とパートナーを
対象とした質的探索的研究。 

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術集会 

2020年7月3日 

小杉眞司  がん遺伝子パネル検査における開示
対象のGermline所見とその取り扱
い。 

第13回遺伝カウンセリ
ングアドバンストセミ
ナー  

2020年7月23日 

高折恭一、鳥嶋雅

子、小杉眞司 

家族性膵癌登録制度の現状と将来。 第26回日本遺伝性腫瘍
学会学術集会 

2020年8月22日 

松川愛未 、幅野

愛理  、 太宰牧

子 、小杉眞司   

BRCA1/2キャリア女性とパートナー
を対象とした質問紙調査 - RRSOの
性生活への影響。 

第26回日本遺伝性腫瘍
学会学術集会 

2020年8月22日 

小杉眞司 がんゲノム医療における二次的所見
への対応。 

第27回日本遺伝子診療
学会大会 

2020年9月11日 

小杉眞司 がんゲノム医療と遺伝医療の連携。 第46回京都医学会シン
ポジウム 

2020年9月27日 
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小杉眞司 Proposal concerning the informat
ion transmission process in geno
mic medicine Part 1: Focusing o
n comprehensive tumor genomic pr
ofiling analysis. 

第79回日本癌学会学術
集会。 

2020年10月3日。 

小杉眞司 ゲノム医療における情報伝達プロセ
スに関する提言。 

第65回人類遺伝学会大
会 

2020年11月18日 

佐々木佑菜、山田

崇弘、田中司朗、

関沢明彦、廣瀬達

子、佐村修、鈴森

信宏、三浦清徳、

澤井英明、平原史

樹、室月淳、亀井

良政、小杉眞司、

佐合治彦、 NIPT 

コンソーシアム。  

単一検査所による無侵襲的出生前遺
伝学的検査（NIPT）の精度解析。 

第65回人類遺伝学会大
会 

2020年11月18日 

洪本加奈、山田崇

弘、西垣昌和、小

杉眞司 

新生児マススクリーニングで見つか
った遺伝性疾患をもつ子の親の生殖
意思決定の複雑さと支援。 

第65回人類遺伝学会大
会 

2020年11月18日 

下山京子、四本由

郁、三成善光、山

田崇弘、小杉眞司

、玉置知子。 

BRCA コンパニオン診断によりBRCA1
  inconclusive と判断された症例
への対応の問題点。 

第65回人類遺伝学会大
会 

2020年11月18日 

小澤瑳依子、川崎

秀徳、三島清香、

中溝聡、坂本昭

夫、三宅正裕、馬

場志郎、尾野亘、

坂本和久、湊谷謙

司、鳥嶋雅子、村

上裕美、山田崇弘

、和田敬仁、小杉

眞司 

京大病院マルファンユニット開設後
の遺伝性結合組織疾患に対する遺伝
カウンセリングの現況と課題。 

第65回人類遺伝学会大
会 

2020年11月18日 
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三宅秀彦、小杉眞

司、櫻井晃洋、川

目裕、松尾真理、

佐々木元子、由良

敬、高島響子、李

怡然、松川愛未 

病診療施設における難病遺伝カウン
セリングの提供体制の現状調査。 

第65回人類遺伝学会大
会 

2020年11月18日 

島田咲、 山田崇

弘、小杉眞司 

ゲノム解析における二次的所見の開
示希望に影響する要素の文献レビュ
ー：肯定・否定的に働く要素に着目し
て。 

第65回人類遺伝学会大
会 

2020年11月18日 

小林明理、山田崇

弘、吉岡正博、近

藤知大、金井雅

史、木下一郎、青

木洋子、織田克

利、植木有紗、森

川真紀、佐藤友

紀、小川昌宣、東

川智美、武藤学、

平沢晃、小杉眞司 

保険収載されたがん遺伝子パネル検
査における実施状況と, 生殖細胞系
列バリアントへの対応状況に関する
現状調査と課題提起。 

第65回人類遺伝学会大
会 

2020年11月18日 

小杉眞司 ゲノム検査と倫理。 第50回日本腎臓学会西
部学術大会 

2020年10月16日 

小杉眞司 がんゲノム医療と遺伝医療の連携。 第6回日本産科婦人科
遺伝診療学会 

2020年12月9日 

小杉眞司 ゲノム検査と倫理。 第82回耳鼻咽喉科臨床
学会 

2020年12月25日 

井本逸勢 がんゲノム医療の現況―がん遺伝子
パネル検査と遺伝性腫瘍診療― 

第44回日本遺伝カウ
ンセリング学会学術集
会 

2020.7.3 

井本逸勢 がんゲノムプロファイリング検査に
おけるGermline findings 

第44回日本遺伝カウ
ンセリング学会学術集
会 

2020.7.5 

井本逸勢 生殖細胞系列多遺伝子パネル検査の
結果開示にどうコミットするか 

日本人類遺伝学会第6
5回大会 

2020.11.18-12.8
（Web開催） 

児玉聡 COVID-19と医療資源の配分: 倫理学
の立場から 

第48回日本集中治療
医学会学術集会 

2021年2月14日 

児玉聡 ウイルスゲノム解析を用いた疫学研
究の倫理とガバナンス 

2020年度第4回「ヒト
ゲノム研究倫理を考え
る会」 

2020年12月24日 
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児玉聡 COVID-19と生命倫理 第42回日本呼吸療法
医学会学術集会

2020年12月21日 

櫻井晃洋 これまでの遺伝性腫瘍，これからの
遺伝性腫瘍 

第109回日本病理学会
総会 

2020.7.1. 

櫻井晃洋 がん診療における遺伝医療の新たな
展開 

第44回日本遺伝カウン
セリング学会学術総会

2020.7.3. 

櫻井晃洋 ゲノム医療と遺伝医療 日本人類遺伝学会第65
回大会 

2020.11.19. 

Shigeyasu K, Te
raishi F, Futag
awa M, Kagawa 
S, Hirasawa A, 
Fujiwara T. 

Preoperative surveillance is ess
ential for Lynch syndrome patien
ts. 

The CGA Annual Mee
ting. 

2020.11.14 

平沢 晃 がんゲノム医療の実地診療における
課題 

第41回日本臨床薬理学
会学術集会 

2020.12.3 

平沢 晃 がん遺伝子パネル検査と産科婦人科
遺伝診療 

第6回日本産科婦人科
遺伝診療学会学術講演
会

2020.12.13 

十川麗美,河内麻
里子,二川摩周,
加藤芙美乃,蓮岡
佳代子 ,浦川優
作,坂井美佳,山
本英喜 ,遠西大
輔,冨田秀太,平
沢 晃. 

がんゲノム医療外来で遺伝性腫瘍が
疑われた症例に関する課題と検討. 

日本人類遺伝学会第65
回大会 

2020.11.18-21 

二川摩周,浦川優
作,十川麗美,加
藤芙美乃,坂井美
佳,河内麻里子,
山本英喜,冨田秀
太,平沢 晃. 

FoundationOne CDxから病的意義不
明として検出されるバリアントに対
する病的意義の再検討 

日本人類遺伝学会第65
回大会 

2020.11.18-21 

阿部紘大,植木有
紗,浦川優作,北
郷実,吉浜智子,
南木佳子,北川雄
光,青木大輔,小
崎健次郎,平沢 
晃. 

BRCA1/2, PALB2, ATM病的バリアン
ト保持者における膵病変とそのサー
ベイランス.

日本人類遺伝学会第65
回大会 

2020.11.18-21 



厚生労働科学研究費補助金(政策科学総合研究事業) 
総括研究報告書 

 

24 
 

小林明理, 山田
崇弘, 吉岡正博,
 近藤知大, 金井
雅史, 木下一郎,
 青木洋子, 織田
克利,植木有紗, 
森川真紀, 佐藤
友紀, 小川昌宣,
 東川智美, 武藤
学, 平沢 晃, 小
杉眞司. 

保険収載されたがん遺伝子パネル検
査における実施状況と, 生殖細胞系
列バリアントへの対応状況に関する
現状調査と課題提起 

日本人類遺伝学会第65
回大会 

2020.11.18-21 

甲畑宏子, 長神
風二, 武藤香織,
 飯田香緒里, 秦
 健一郎, 田中敏
博, 丸山英二, 
平沢 晃, 信國宇
洋, 相澤弥生, 
長谷川冬雪, 宮
原麗子, 竹本 
暁, 川澄みゆり,
 木村恵子, 吉田
雅幸. 

国内バイオバンクに関する利活用ハ
ンドブックの作成を通じたゲノム研
究開発活性化の試み. 

日本人類遺伝学会第65
回大会 

2020.11.18-21 

大塚勇輝, 西村
義人, 原田洸, 
岡浩介, 長谷川
功, 小川弘子, 
三好智子, 花山
宜久, 枝園忠彦,
 平沢 晃, 大塚
文男. 

血清ALP異常高値から発見されたMEN
1異所性副甲状腺機能亢進症の1例. 

第30回臨床内分泌代謝
Update 

2020.11.13-14 

平沢 晃 Cancer precision medicine and ge
rmline variants in gynecologic t
umors  

第58回日本癌治療学会
学術集会 

2020.10.22-24 

植木有紗, 三須
久美子, 中村康
平, 長妻晶子, 
四十物絵理子, 
今井美穂, 林 秀
行, 持田かおり,
 藤倉知花, 谷嶋
成樹, 平沢 晃, 
菅野康吉, 西原
広史. 

がん遺伝子パネル検査におけるgerm
line findingsの頻度と遺伝学的診
療への導入. 

第58回日本癌治療学会
学術集会 

2020.10.22-24 

平沢 晃 耳鼻咽喉科の新規医療 がんゲノム
医療 

第121回日本耳鼻咽喉
科学会学術講演会 

2020.10.6-7 

平沢 晃 ゲノム医療の現状と課題-がんゲノ
ム医療と生殖細胞系列バリアントに
対する対応 

第28回日本乳癌学会学
術総会 

2020.10.9 
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宮本理史, 奥田
浩人,武田達明,
難波志穂子,黒田
 智,平沢 晃 ,千
堂年昭, 四方賢
一. 

がんゲノム医療におけるCRCの取り
組みと役割. 

第20回CRCと臨床試験
のあり方を考える会議 

2020.10.3-4 

山本 英喜, 久保
寿夫, 冨田秀太,
 遠西大輔, 豊岡
伸一, 平沢 晃. 

がん遺伝子パネル検査によるがん個
別化医療と遺伝性腫瘍への実効果 

第79回日本癌学会学術
総会 

2020.10.1-3 

阿部紘大, 植木
有紗, 浦川優作,
 北郷 実, 吉浜
智子, 南木佳子,
 北川雄光, 青木
大輔, 小崎健次
郎, 平沢 晃. 

PALB2および NBNの病的バリアント
を認めた家族生膵癌家系の一例. 

第79回日本癌学会学術
総会 

2020.10.1-3 

山本利枝, 西阪 
隆, 服部 結, 土
井美帆子, 篠崎
勝則, 石川暢久,
 山本英喜, 平沢
 晃, 原 鐵 晃, 
板本敏行. 

がん遺伝子パネル検査によって検出
された正常多型が推定される MUTYH
 スプライシングバリアント. 

第79回日本癌学会学術
総会 

2020.10.1-3 

河内麻里子,山本
英喜,坂井美佳,
梶原友記子,笹原
麻子,十川麗美,
二川摩周,浦川 
優作,岩本高行,
枝園忠彦,平 成
人,土井原 博義,
平沢 晃. 

がん遺伝子パネル検査を施行した乳
癌症例のGermline findingsに関す
る検討. 

 

 

第26回日本遺伝性腫瘍
学会学術集会 

2020.8.21-31 

山本英喜, 河内
麻里子, 十川麗
美, 二川摩周, 
浦川優作, 井上
博文, 遠西大輔,
 久保寿夫, 中田
英二, 田端雅弘,
 亀田雅博, 黒住
和彦, 柳井広之,
 嶋田 明, 平沢 
晃. 

AYA世代発症の肉腫・希少がんに対す
るがん遺伝子プロファイリング検査
の意義. 

第26回日本遺伝性腫瘍
学会学術集会 

2020.8.21-31 



令和 3 年 4 月 2 2 日

厚生労働大臣 殿

機関名 京都大学

所属研究機関長 職 名 医学研究科

氏 名店井 一

次の職員の令和 2 年度厚生労働科学研究費の調在研究における、倫理審在状況及び利益 い

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 政策科学総合研究事業（倫理的法的社会的課題研究事業）

2. 研究課題名 国『がct•心してゲノム阪療を泣・けるための d:会"?Jに向けた釦'il
』

:I:会的課題 出と社会環

撼

3. 研究者名 （所属部局・職名）

（麟・フリガナ）

4. 倫理審査の状況

医学研究科・教授

小杉 舘司・コスギ シンジ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 鉗ヽ"E ヽ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・逍伝子解析研究に関する倫理指針 ロ ’’ 口 口

遣伝子治療等臨床研究に関する指針 ロ Ill ロ ロ

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ロ 1111 ロ ロ

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
ロ 1111 ロ ロ

等の実施に関する括本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 Ill 口 口

� � 
(※I)当該研究行が当該研究を実施するに当たり遵守すぺき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審在済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2)未審査の場合は、その理由を記載すること。
(※3)脱止Jlf/の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受購状況

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOiの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCO! 委員会設『代の有無

当研究に係るCOiについての報告・審査の有無

当研究に係るCO! についての指導 ・ 管理の有無

（留絃事項） ．該当する口にチェックを入れること。

受講1111 未受講口

有1111 無□（無の場合はその理由：

有11111 無□（無の場合は委託先機関：

有1111 無□（無の場合はその理由：

有口 無11111 (有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣 殿

令和 3 年 4 月 2 2 日

機関名 東北大学

所属研究機関長 職 名 総長

氏 名 大野 3

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究毀の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 政策科学総合研究事業（倫理的法的社会的課題研究事業）

2. 研究課題名 国民が 心してゲノム医療を受けるための土会 王に口けた倫理社会的課題抽出と
J

士会環

撼

3. 研究者名 （所属部局・職名）

（氏名・＿フリガij-)

4. 倫理審査の状況

大学院医学系研究科・教授

浅井 篤 ・アサイ アッシ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・迎伝子解析研究に関する倫理指針 ロ ． 口 ロ

追伝子治療等臨床研究に関する指針 D ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 口 口

肛生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ． 口 D 

等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

（如）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委只会の審査が済んでいる場合は、 「審究済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査の場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関における COI の管理に関する規定の策定

当研究機関における COI 委員会設骰の有無

当研究に係る COI についての報告・審査の有無

当研究に係る COI についての指速・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有 ■ 無 □ （無の楊合はその理由：

有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 ■ 無 □ （有の場合はその内容：研究実施の際の留意点を示した

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和3年4月22日

厚生労働大臣殿

機関名 愛知県がんセンタ ー

所屈研究機関長職 名 総長

氏 名麟直

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究跨の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等ノの管理につい
ては以下のとおりです。

l. 研究事業名 政策科学総合研究事業（倫理的法的社会的課題研究事業）
2. 研究課題名 民が安心してゲノム医療を受けるための社会実 に向けた倫理社会的課題抽出と社会環

撼

3. 研究者名 （所屈部局・職名） 分子迎伝学分野 分野長
（氏名・フリガナ） 井本逸剪イモト イッセイ

4. 倫理審査の状況
該当性の有無 左記で該当がある楊合のみ記入(※ I)

有 無 審査済み 審査した機殷 未審査(※2)

ヒトゲノム・迫伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 口

迫伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) □ ． 口 口

肛生労働省の所管する実施機閑における動物実験 口 ． 口 口
等の実施に閑する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 口 ． 口 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に閑する倫理委且会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない楊合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査の場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する楊合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 未受罪 □

6. 利益相反の管理

当研究機閑におけるCO! の管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ （無の揚合はその理由：

当研究機関におけるCOI委員会設位の有無 有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

当研究に係るCO! についての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ （有の楊合はその内容：

（留意事項） P 該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機闘の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和3年4月22日

厚生労働大臣 殿

機関名 京都大学

所属研究機関長 職 名 医学研究科

氏 名 岩井 一

次の職員の令和2年度肛生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益 い

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 政策科学総合研究事業（倫理的法的社会的課題研究事業）

2. 研究課題名 国民が安心してゲノム医病を けるための士会』に向けた倫理社会 課題 出と
」
士会環

猿

3. 研究者名 （所属部局・職名） 医学部附属病院・准教授

（氏名・フリガナ） 金井 雅史・カナイ マサシ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・遣伝子解析研究に関する倫理指針 ロ Ill ロ □

遣伝子治療等臨床研究に関する指針 口 1111 口 ロ

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ロ Iii D ロ

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
D 11111 D ロ

等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
口 ’’ 口 口

（※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2)未審代の場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOiの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOi委員会設置の有無

当研究に係るCOiについての報告・審査の有無

当研究に係るCO! についての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

受講1111 未受講□

有 1111i 無 □ （無の場合はその理由：

有冒I 無 □ （無の場合は委託先機関：

有1111 無 □ （無の場合はその理由：

有 □ 無1111 (有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

）

）

）

）



厚生労働大臣 殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

令和3年4月22日

東京慈恵会医科大学

学 長

松藤 千弥

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 政策科学総合研究事業（倫理的法的社会的課題研究事業）

2. 研究課題名 国民が安心してゲノム医療を受けるための社会実現に向けた倫理社会的課題抽出と社会環

境整備

3. 研究者名 （所属部局・職名）

（氏名・フリガナ）

4. 倫理審査の状況

医学部・教授

川目裕・カワメヒロシ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※!)

有 1‘‘1正‘‘ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 口

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ■ ロ □ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ■ ロ ロ

原生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 口 II 口 口

（※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委貝会の審査が済んでいる揚合は、 「審査済み」にチェッ
クし 一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未徘査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査の場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOiの管理に閃する規定の策定

当研究機関におけるCOi委員会設置の有無

当研究に係るCOiについての報告・審査の有無

当研究に係るCO! についての指溝・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

受講II 未受講口

有冒l 無 □ （無の揚合はその理由：

有· 無 □ （無の場合は委託先機関：

有Ill 無 □ （無の場合はその理由：

有 □ 無II (有の場合はその内容：

• 分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和 3年4 月 2 8 日

厚生労働大臣殿

機関名

所属研究機関長職名

氏名

国立精神 ・ 神経図

理事長 Im

中込 和幸 げ

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究般の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

l. 研究事業名 政策科学総合研究事業（倫理的法的社会的課題研究事業）

2. 研究課題名 国民が安心してゲノム医旅を受けるための社会 ゴ珪にnけた倫理社会的課題抽出と社会猿

境賂備

3. 研究者名 （所属部局 ・ 職名）

（氏名 ・ フリガナ）

4. 倫理審査の状況

メディカル ・ ゲノムセンタ ー ・ センタ ー長

後藤 雄 ＾ ・ ゴトウ＿ユウイチ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・迎伝子解析研究に関する倫理指針 ロ ． 口 ロ

迫伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． D 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ． 口 口

等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 • 口 D 

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の密査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査の場合は、その理由を記戟すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や 「 臨床研究に1閑する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受購状況 1受講■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関における COR の管理に関する規定の策定

当研究機関における COI 委員会設屈の有無

当研究に係る COI についての報告・審査の有無

当研究に係る COI についての指羽・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有 ■ 無 □ （無の楊合はその理由：

有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣 殿

令和3年 4 月 2 2 日

機関名 札幌医科大学

所屈研究機関長 職 名

氏 名

学長

塚本 泰司

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

l. 研究事業名 政策科学総合研究事業（倫理的法的社会的課題研究事業）

2. 研究課題名 国民が安心してゲノム医療を受けるための社会実現に向けた倫理社会的課題抽出と社会環

撼

3. 研究者名 （所屈部局・職名） 医学部追伝医学・教授

（氏名・ フリガナ） 櫻井 晃洋（サクライ アキヒロ）

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未晰査(※2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 口 • 口 口

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 II 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 • 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 • 口 D 
等の実施に関する基本指針
その他、 該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 • D 口

(※l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は 、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査の場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は 、 当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCO! の管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOi委員会設置の有無

当研究に係るCO! についての報告・審査の有無

当研究に係るCO! についての指導・管理の有無

（留意事項） ，該当する口にチェックを入れること e

受講11 未受講□

有冒l 無□（無の場合はその理由：

有• 無□（無の場合は委託先機関：

有● 無□（無の場合はその理由：

有口 無Ill (有の場合はその内容：

，分担研究者の所屈する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和 3 年 4 月 2 2 日

厚生労働大臣 殿

機関名 京都大学

所属研究機関長 職 名 医学研究科長

氏 名 崖丑 一宏

次の職員の令和2年度原生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益 い

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 政策科学総合研究事業（倫理的法的社会的課題研究事業）

2. 研究課題名 国民が 心してゲノム医を忠けるための士会、王1 に口けた倫理土会的吾 れ抽出と社会環

撼

3. 研究者名 （所属部局・職名） 陛学研究科・准教授

（氏名・フリガナ） 竹之内 沙弥香 ・ タケノウチ サヤカ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・遣伝子解析研究に関する倫理指針 ロ Ill ロ ロ

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 11111 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 1111 口 ロ

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
ロ 1!11 ロ ロ

等の実施に関する基本指針
その他、 該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 口 1111 口 口

（※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の湘査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2)未審査の場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOiの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOi委具会設骰の有無

当研究に係るCOiについての報告・審査の有無

当研究に係るCOiについての指導 ・ 管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

受講1111 未受講口

有1111 無□（無の場合はその理山：

布冒l 無□（無の場合は委託先機関：

有Ill 無□（無の場合はその理由：

有口 無1111 (有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和3年4月22日

厚生労働大臣 殿

機関名 一般社団法人ゲノム医療当

所属研究機関長 職 名 代表理事

氏 名 太宰牧子

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究牲の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 政策科学総合研究事業（倫理的法的社会的課題研究事業）

2. 研究課題名 が-心してゲノム を-P.Iるための土ム に口iた 理土ム 、 ヨ と土ムr

逸

3. 研究者名 （ 一 土、‘去 ゲノム

（氏名・ フリガナ） 太宰牧子 ダザイマキコ

4. 倫理審査の状況

_/\. 、ヘ t 理

該当性の有無 左記で該当がある楊合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・迫伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 口

迫伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 口 口
厄生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 口 ． 口 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査Jにチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査の場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する揚合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受紐況 1受講■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOR委員会設骰の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOiについての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有 ■ 無 □ （無の楊合はその理由：

有 ■ 無 □ （無の届合は委託先機関：

有 ■ 無 □ （無の掘合はその理由：

有 □ 無● （有の場合はその内容：

・分担研究者の所屈する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



国立保健医療科学院長 殿
令和 3年 4 月 6 日

機関名

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 中島
L

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 倫理的法的社会的課題研究事業

2. 研究課題名 国民が 心してゲノム医療を受けるための社会 王に向けた倫理社会a課題抽出と士会環

境整備

3. 研究者名 （所属部局・職名）

（氏名・ フリガナ）

4. 倫理審査の状況

研究推進機構・教授

難波栄ニ ・ ナンバエイジ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(i:1<2)

ヒトゲノム・迎伝子解析研究に関する倫理指針 ロ ． ロ ロ

逍伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) D ． D 口

屈生労働省の所管する実施機関における動物実験 口
等の実施に関する基本指針

． ロ 口

その他、該当する倫理指針があれば記入すること
（指針の名称： ） 口 ． D D 

(※ 1) 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すぺき倫理指針に関する倫理委只会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※ 2) 未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3) 廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や 「 臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講■ 未受講 □

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設囮の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無

（留意耶項） ．該当する口にチェックを入れること。

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有● 無 □ （無の場合は委託先機関：

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



原生労働大臣 殿

令和3年3月3 1日

機関名 国際医療福祉大 一

所屈研究機関長職 名 学長

氏 名 大友 邦
， -か··-

- -- .• 

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 政策科学総合研究事業（倫理的法的社会的課題研究事業）

2. 研究課題名 国民が安心してゲノム医療を受けるための社会実現に向けた倫理社会的課題抽出と社会環

境脆備

3. 研究者名 （所属部局・職名） 大学院・教授

（氏名・フリガナ） 西垣 昌和（ニシガキ マサカズ）

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 餌9ヽヽ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 仁］ ■ ロ ロ

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ ロ ロ

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） D ． 口 口

（※!)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2)未審査の場合は、その理由を記載すること。
（※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針jや「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6. 利益相反の管理

当研究機関における CO! の管理に関する規定の策定

当研究機関における COI 委員会設置の有無

当研究に係る COi についての報告・審査の有無

当研究に係る COi についての指尊· 管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

受講Ill 未受講□

有II 無□（無の場合はその理由：

有Ill 無□（無の場合は委託先機関：

有Ill 無□（無の場合はその理由：

有口 無Ill (有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



馬生労働大臣 殿

令和 3 年4 月 2 2 日

機関名 京都大学

所属研究機関長 職 名 法学研究科長

氏 名 塩見 淳

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 政策科学総合研究事業（倫理的法的社会的課題研究事業）

2. 研究課題名 国民が 心してゲノム医病を受けるための士会実現にnけた倫理社会的課題抽出と叱会環

撼

3. 研究者名 （所属部局・職名） 法学研究科・教授

（氏名・フリガナ） 服部 高宏・ハットリ タカヒロ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※11

有 紐‘’‘E‘ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム ・ 遣伝子解析研究に関する倫理指針 ロ ． ロ ロ

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 口 ． 口 口

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし 一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2) 未審査の場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針Jや「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講■ 未受購口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOiの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOi委員会設置の有無

当研究に係るCO! についての報告・審査の有無

当研究に係るCOiについての指溝・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有 ■

有 ■

有 ■

有口

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

無 □ （無の場合はその理由：

無 □ （無の場合は委託先機関：

無 □ （無の場合はその理由：

無 ■ (有の場合はその内容：

） 

） 

） 

） 



令和 3年 3 月 2 5 日
厚生労働大臣殿

機関名

所属研究機関長職 名学長

氏 名根野博J 印

次の職員の令和2年度厄生労働科学研究般の間査研究における、倫理審査状況及び禾 こつい

ては以下のとおりです。

l. 研究事業名 政策科学総合研究事業（倫理的法的社会的課題研究事業）

2. 研究課題名 国民が 心してゲノム医療を受けるための社会実現に向けた倫理社会的課題抽出と社会環災撒備

3. 研究者名 （所脱部局・職名）大学院医歯薬学総合研究科・教授

（氏名・フリガナ）平沢 晃・ヒラサワ アキラ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・追伝子解析研究に関する倫理指針 D ． ロ ロ

追伝子治旅等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． D D 
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
［コ ． 口 口

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委貝会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審究」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や 「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する揚合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委貝会設骰の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOIについての指森・管理の有無

（留慈事項） ．該当する口にチェックを入れること。

受購■ 未受講口

有 ■ 無 □ （熊の場合はその理由：

有 ■ 無 □ （無の掛合は委託先機関：

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

・分担研究者の所屈する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和 3 年 4 月 22 日

厚生労働大臣 殿

次の職員の令和2年度厄生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 政策科学総合研究事業（倫理的法的社会的課題研究事業）

2. 研究課題名 国民が 心してゲノム医療を受けるための士会 王にnけた命理土会 課題 と土会環

撓

3. 研究者名 （所属部局・職名） 基幹研究院・教授

（氏名・ フリガナ） 三宅 秀彦・ミヤケ ヒデヒコ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無‘‘ 審究済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム ・ 遺伝子解析研究に関する倫理指針 D ． 口 口

追伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) D ． 口 口

厄生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ． 口 口

等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委只会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一 部若しくは全部の審査が完了していない堤合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査の場合は、その理由を記載すること．
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 ＼受講● 未受講 □

6. 利益相反の管理

当研究機関における COI の管理に閑する規定の策定

当研究機関における COI 委貝会設骰の有無

当研究に係る COI についての報告 ・ 審査の有無

当研究に係る COi についての指導 ・ 管理の有無

（留店事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有 ■ 無 □ （無の楊合はその理由：

有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和3 年 4 月 8日
屈生労働大臣

. . 一冷. . 

国立大学機関名

所属研究機関長職 名

氏名

総長

藤井 輝

次の職員の令和2年度｝り生労働科学研究費の調奔研究における、倫理審往状況及び利益相反等の管狸につ

いては以下のとおりです。

1. 研究事業名 政策科学総合研究事業（倫耶的法的社会的課題研究事業）

2. 研究課題名 国民が安心してゲノム医療を受けるための社会実現に向けた倫刑社会的課題抽出と

礼：会環境整備

3. 研究者名 （所属部局・職名） I衷科学研究所・ 教授

（氏名・フリガナ） 武藤 香織 ムトウ カオ'1

4. 倫理審森の状況

該当性の行無 左品で該当がある場合のみ記入(※11

有 1, 11, ヽfヽ 審壺済み 審骰した機関 未審壺（競）

ヒトゲノム ・ 追伝子解析研究に関する倫理指針 口 璽 口 口

逍伝子治旅等臨床研究に関する指針 口 昌＇ 口 口

人を対象とする1辰学系研究に関する倫理指針(※3) 口 Ill 口 口

1厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 置' 口 口
等の実施に関する』し本指針
その他、該当する倫理指針があれば，記入すること

（指針の名称： ） 口 1111 口 口

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審府が済んでいる場合は、「審査済みJにチェッ
クし 一部若しくは全部の審在が完{していない場合は、 「 木審瓦にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審在に場合は、その理由を記載すること。
(※3l lf6Jl:ilfiの「疫学研究に1肝lする倫理指針」や「臨床研究にIIIする倫理指針jに準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. Jり生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6. 利益相反の管理

当研究機1月におけるCO I OJ管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCO! 委員会設li(tの有無

当研究に係るCOiについての報告・審在の有無

当研究に係るCOiについての指蒋・管理の有無

（留絃事項） ．該当する口にチェックを入れること。

受講1111 未受溝口

{Y 11111 無 □ （無の場合はその理由：

有11i1 無 □ （無のJl.}合は委託先枕間：

有Ill 無 □ （無の場合はその理由：

有口 無1111 ({「の場合はその内容：

・分担研究者の所）屈する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和 3 年 4 月 22 日

厚生労働大臣 殿

機関名 京都大学

所属研究機関長 職 名 医学研究科長

氏 名 器』： 一宏

次の職員の令和2 年度原生労働科学研究費の調査研究における、倫理術森状況及び利益 い

ては以下のとおりです。

1 . 研究事業 名 政策科学総合柑［究事業（倫理的法的社会的課題研究事業）

2. 研究課題名 国民が＇た心してゲノム医‘ を，"'·けるための社会実｝に向けた倫理'J:会n、;; ! 「 ]出と士会環

姐
3. 研究者名 （所属部局 ・ 職名）

（氏名・フリガナ）

4. 倫理審査の状況

医学研究科・教授

武藤学・ムトウ マナプ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入（米］）

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 ロ 1111 ロ ロ

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ’’ 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（；終3) ロ 1111 ロ ロ
厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 ロ 冒l 口等の実施に関する柚本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 口 1111 口 口

（※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「帝究済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審証が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審府の場合は、その理由を記載すること。
(※3)脱止1li1の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入することロ
5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受購状況

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCO! の管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOi委員会設l性の有無

当研究に係るCOiについての報告・審査の有無

当研究に係るCOiについての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

受講Ill 未受購口

有冒' 無 □ （無の場合はその理由：

有1111 無 □ （無の場合は委託先機関：

イf 1111 無 □ （無の場合はその理由：

有口 無1111 (有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和 3 年 4 月 2 2 日

財生労働大臣 殿

機関名 京都大学

所属研究機関長 職 名 医学研究科

氏 名岩井 一宏

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審壺状況及び利益 い

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 政策科学総合研究事業（倫狸的法的社会的課題研究事業）

2. 研究課題名 圃民がサ’心してゲノム阪療を滋けるための'd:会：迂に旬けた倫理1:会hく課題1i出と社会 ，

撼

3. 研究者名 （所属部局 ・ 職名）

（氏名・フリガナ）

4. 倫理審究の状況

医学部附属病院•特定准教授

山田 崇弘・ヤマダ タカヒロ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入 (,kl)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫埋指針 ロ 1111 ロ ロ

遣伝子治療等臨床研究に関する指針 口 1111 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (03) 口 Ill 口 口

原生労働省の所管する実施機関における動物実験 ロ 1111 ロ
等の実施に関する桔本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 冒l 口 口

（※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すぺき倫理指針に関する倫理委員会の審宜が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審究」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審宜の場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止illiの「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6. 利益相反の管理

当研究機関における COi の管理に関する規定の策定

当研究機関における COi 委員会設骰の有無

当研究に係る COi についての報告・審査の有無

当研究に係る COi についての指溝 ・ 管理の打無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

受購1111 未受講口

有1111 無□（無の場合はその理由：

有Ill 無□（無の場合は委託先機関：

有1111 無□（無の場合はその理由：

有口 無1111 (有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和 3 年 1 月 1 3 日

厚生労働大臣 殿

機関名 国立大学法人東京医科歯科大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 政策科学総合研究事業（倫理的法的社会的課題研究事業）

2. 研究課題名 国民が安心してゲノム医療を受けるための北会実現に向けた倫理上会的課題抽出と士会

環境整備

3. 研究者名 （所属部局・職名） 統合研究機構生命倫理研究センタ ー 教授

（氏名・ フリガナ） 吉田 雅幸 （ヨシダ マサユキ）

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※21

ヒトゲノム・遣伝子解析研究に関する倫理指針 口 Ill ロ ロ

遺伝予治療等臨床研究に関する指針 口 Ill 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 Ill 口 こ］

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 Ill 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、 該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 Ill 口 口

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCO! 委員会設置の有無

当研究に係るCO! についての報告・審査の有無

当研究に係るCOiについての指蒋・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

受講Ill 未受講 □

有111 無 □ （無の場合はその理由：

有1111 無 □ （無の場合は委託先機関：

有111 無 □ （無の場合はその理由：

有 □ 無1111 (有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和3年4月22日

厚生労働大臣 殿

機関名 京都大学

所属研究機関長 職 名 文学研究科長

氏 名

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の潅’

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 政策科学総合研究事業（倫理的法的社会的課題研究事業）

2. 研究課題名 国民が 心してゲノム医療を受けるための社会実· に向けた倫理社会的課題抽出と社会環

撼

3. 研究者名 （所属部局 ・ 職名） 文学研究科 ・ 准教授

（氏名 ・ フリガナ） 児玉 聡・ コダマ サトシ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※ I)

有 無 審査済み 審究した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・辿伝子解析研究に関する倫理指針 ロ ． 口 口

迫伝子治療等臨床研究に閲する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に閑する倫理指針(※ 3) 口 ． 口 D 

厄生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ． 口 口

等の実施に関する基本指針

その他、 該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる楊合は、 「 審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査の場合は、 その理由を記載すること。
(※3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する楊合は、 当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6. 利益相反の管理

当研究機関における COI の管理に関する規定の策定

当研究機閑における COI 委員会設匝の有無

当研究に係る COI についての報告・審査の有無

当研究に係る COI についての指速・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

受講■ 未受謡 □

有 ■ 無 □ （無の楊合はその理由：

有 ■ 無 □ （無の楊合は委託先機関：

有 ■ 無 □ （無の楊合はその理由：

有 □ 無 ■ （有の垢合はその内容：

・分担研究者の所屈する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



i'Il 生労働大臣 殿
令和3年 4 月 1 日

機関名 国立大学法

所属研究機関長 職 名 学 長

氏 名 山崎 光悦

次の職員の令和2年度／以生労働科学研究費の調在研究における、倫理審杏状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1 . 研究事業名 政策科学総合研究事業（倫理的法的社会的課題研究事業）

2. 研究課題名 国民が安心してゲノム医療を受けるための社会実現に向けた倫理社会的課題抽出と社会

環境整備

3. 研究者名 （所属部局・職名） 附属病院追伝診療部・特任教授

（氏名・フリガナ） 渡沿 淳・ワタナベ アッシ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 tヽne•ヽヽ 審査済み 審査した機関 未審査(※ 2)

ヒトゲノム・遣伝子解析研究に関する倫理指針 口 Ill 口 口

追伝子治療等臨床研究に関する指針 口 Ill 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 Iii 口 D 

／厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 Ill 口 口
等の実施に関する拮本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 口 Ill ロ ロ

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審究済み」にチェッ
クし 一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審在」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)虎止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は、当該項目に記入すること。

s. 原生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受謡状況

6. 利益相反の管理

受謡111 未受講口

当研究機関におけるCOiの管理に関する規定の策定 有■ 無 □ （無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるCOi委員会設1性の有無 有111 無 □ （無の場合は委託先機間： ） 

当研究に係るCOiについての報告・審在の有無 有Ill 無 □ （無の場合はその理由： ） 

当研究に係るCO! についての指導・管理の有無 有口 無 1111( 有の場合はその内容： ） 

（留慈事項） ．該当する0にチェックを入れること c

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和3年4月22日

厚生労働大臣 殿

機関名

所属研究機関長 職 名早稲田大学社会科学総合

氏 名 学術院長早• 田 一

ては以下のとおりです。

l. 研究事業名 政策科学総合研究事業（倫理的法的社会的課題研究事業）
2. 研究課題名 民が心してゲノム を立けるための土ム に口けた 理土会的含 ． と土A

J_"'
l

逸整備

3. 研究者名 （所属部局・職名）

（氏名・フリガナ）

4. 倫理審査の状況

社会科学部
横野恵・ヨコノメグム

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※l)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム ・ 追伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 口

迫伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 口 口

駆生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

口 ． 口 口

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
D ． 口 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査1にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査の場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針Jや「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講■ 末受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設骰の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

・分担研究者の所屈する機関の長も作成すること。

ヽ

） 

） 

） 

） 




